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新しいNPOの可能性

市役所の仕事の9割をNPOに

後 NPO法人格を取った団体が現在1万団

体を超えて、毎月300ぐらいずつ増えてい

ると言われます。社団法人、財団法人が2

万6000、社会福祉法人が1万5000ぐらいです。

公益法人については、今どちらかというと

整理される方向で、中間法人に移したり、

場合によっては株式会社化したりという方

向に進みますので、恐らく量的にいわゆる

NPO法人が従来型の古いタイプのNPOと並

ぶことも近い将来十分予測できる。

日本でちゃんとNPOという仕組みが確立

するかどうかということが非常に大きな問
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題になるのですが、今日のテーマはそれと

並んで、行政がどう変わるのかということ

です。それから、株式会社を中心にした企

業という仕組み自体がどう変わるのか。従

来型の行政が主導するタイプの社会システ

ムが日本であったとすれば、NPOが確立し

た上で、行政、企業の在り方も変わること

を前提に、どういう新しい社会イメージが

見えてくるのだろうか。そのあたりが今日

の論点になるのかなと思っております。

ではまず、パネリストの皆さんがどうい

う活動をされているのか、あるいはNPO

とどうかかわっておられるのか、その点に

ついて志木市長の穂坂さんからお願いした

いと思います。

穂坂 私は、NPOに頑張ってもらいたいと

いう立場で今日は出席させていただきまし

た。市民が構成するNPOが社会を変えて

いくだろうという予感はしていますし、行

政もそれによって変わる、そんなふうな予

感はしています。

志木市というのは、東京から20キロ圏内

にあるのですが、面積9平方キロメートル、

予算規模170億円、人口6万6000人の小さな

市です。私は、市長に就任して1年と10ヵ

月ほどになります。私は、県議会議員が長

くて、かつては市議会議長もやりましたし、

県の職員、市の職員もやりました。

私は、就任直後に市政運営基本条例をつ

くりました。市町村を基礎的自治体と呼び

ますが、地方自治体では国で言う法律を条

例と言います。市民が主役の、あるいは民

主導の行政をやっていこうと市政運営の基

本条例をつくったわけです。

その基本条例にのっとって、「市民委員

会」という第2の市役所をつくりました。

職員と私たちで構成するのが第1の市役所

とするならば、市民の公募によって皆さん

でつくるのが第2の市役所です。市民委員

会には第1の市役所と同じように総務部会、

教育部会、健康福祉部会などの部会をつく

りました。市役所と同じですから一番分か

りやすい。

予算も新しい事業も全部、市で考えたこ

とは市民委員会に諮ります。市民の皆さん

がそこでいろいろ意見を出します。あるい

はまた、逆に市民委員会から予算編成前に

こういうことをやったらどうかという提案

があります。ただ、あの建物をつくってく

れ、これをつくってくれという提案がどん

どん出てくることはありません。なぜかと

いうと、市民委員会にも財政担当がありま

す。使えるお金は限られていますから、あ

れもだめ、これもだめ、と市民同士で予算

カット戦争をやっています。

志木市では全国に先駆けて25人学級制を

導入しました。アメリカのホームスクール

に倣ってホームスタディ制度（不登校の

小・中学生の自宅へ教師を派遣して個別授

業を行う）もやっています。あるいはまた、

公共事業の市民選択権、要するに1億円以

上の事業は市民が選択権を保有している、

そういう条例もつくりました。それから、

ミチゲーション手法（開発事業などに伴う

自然環境への影響を軽減するために、修

復・再生、代替などの措置を講じること）

を入れた自然再生条例もつくりました。例

えば、国は公共事業で高速道路をつくる。
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山の中へ穴をあける。そればかりでちっと

も自然をつくらない。議員当時、私は自民

党だったのですが、それはおかしいと批判

していたんです。結局、市長になってやら

ないのはおかしいと思いましたので、この

条例をつくりました。

志木市役所には今、職員が530人います。

それを１割にしよう、50人にしようという

計画を立てました。これが「志木市地方自

立計画」です。残りの仕事は全部市民と協

働してやろう。ただ、協働するといっても

一人ひとりとやるというのは臨時職員に

なってしまいます。それでは同じですから、

フィフティー／フィフティーの目線でやり

たい。そこで、NPO化を図って、90％の仕

事はNPOにやってもらおう。粗っぽい話で

すが、そういうことになっています。地方

自治体にとって、大事な仕事は教育とか福

祉、環境です。国みたいにイラク問題をど

うするかというような仕事はありません。

ですから、9割の仕事をNPOにしっかり

やってもらって、NPO自体が社会を変え

るのだ、そういうふうになってくれないと

本当に困っちゃうな。責任はこちらにあり

ますから。いくら市民の意見を取り入れる

といっても、結果責任は市長が持つもので

あります。結果責任と説明責任は市長が

持っていなくてはいけないと私はいつも認

識しています。

なぜ、市役所の仕事をNPOに任せよう

としているのか。その理由ですが、1つは、

市民と市役所が離れている。行政側には

「お上」意識が今でも痛烈に残っています。

これをなくすのに手っ取り早い方法は何

か。かつて、民の力を行政も借りようとい

うことで中途採用がよく行われました。で

も、1人や2人が入ってきたって、行政のや

り方が変わるわけはありません。埋没して

終わりです。でも、（役人と民間人の）数

が逆転してしまえば、話は別だろうと思っ

ています。

もう1つの理由は、少子高齢化です。こ

のままでは右肩下がりの経済が続き、

5.5％を超える失業率はどんなに景気がよ

くなっても改善しない、私はそんな見通し

です。そういう状況の中で、しかも少子高

齢化社会が急速にやって来る。このままで

は市町村はみんな倒産してしまう。（国の

保護によって）倒産しないシステムになっ

ているから倒産しないだけであって、市町

村の財政はいずれ行き詰まる。片っ端から

倒産です。だから、ローコストの市政をつ

くらなければならない。

でも、ローコスト化しても行政サービス

のレベルは維持しなくてはならない。これ

が市民との約束。そのためには、無駄を排

除する。役所自身が無駄の排除をしようと

言っても、その中で20年、30年やってきた

人たちがどこに無駄があるかなんて探しよ

うがない。でも、違った目の人が入ってく

れば別です。ですから、市民の力で排除し

よう。そういう目的でNPOに仕事を任せ

ようと思っているわけです。

「志木市地方自立計画」は、市民との協

働による行政運営推進条例という形で、も

う議会を通りました。10月から正式に導入

します。これは市長の責任として、頑張っ

ていきたいと思っています。
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SRIは世界的な流れ

後 それでは、続きましてグッドバン

カーの筑紫さん、お願いします。

筑紫 私どもの会社は、99年に日本で初

めてSRI型の金融商品を日興証券グループ

と一緒に発売いたしました。SRIというの

は「Socially Responsible Investment」（社

会的責任投資）の略です。例えば株式に投

資をする際に、企業の財務諸表的な観点だ

けを見るのではなくて、その企業が環境問

題にどう取り組んでいるか、雇用の問題な

どいろいろな社会的な責任をどう果たして

いるか、そういった点を必ずチェックして

投資をするというような金融商品です。

これまでの金融業界、特に株式投資に関

しては何とかして儲けようと思ってするわ

けですから、とにかく儲かりさえすればい

いというのが投資のはずなのに、財務諸表

的な部分からの企業の成長性だけではなく

て、環境の問題ですとか、その他の社会的

な問題もチェックする。逆に言うと、儲か

るために何をしていてもいいというような

会社には投資をしませんということです。

そういう商品が売れるはずがないと言わ

れていたのが、発売から正味10日間で230

億円のお金が集まりました。買ってくだ

さったのは女性とか若者、今まで株式投資

信託を買ったことがなかった人たちが多

かった。平均で300万円ほど買ってくだ

さったんですね。もっと儲けようと思って

株式投資をする投資家とは違う投資家が来

たのではないかということで、いろいろな

メディアも書いてくれて、結果的には大

ブームを起こしました。ほかの金融機関が

参入したこともあって、日興証券のエコ

ファンドは4ヵ月で1000億円、マーケット

全体では6ヵ月で2000億円と成長したわけ

です。

SRIは日本では非常に新しいものですけ

れども、世界的に見れば、現在3兆ドルぐ

らいあると言われています。あるいは、ど

の金融市場でも10％ぐらいはこの手の資金

ではないかと言われています。そうします

と、日本に1400兆円の個人金融資産がある

わけですから、140兆円がこうした社会的

な金融行動を起こしてもおかしくないので

はないか。単に株式投資信託を買うだけで

はなくて、預金をするとか、株式を買うと

か、社債を買うとか、そういう金融行動を

とる際に自分自身の価値観とか社会的な在

り方を考えながら行う。そういう動きが社

会を変えていくのではないか。世界的にも

SRIが非常に大きな流れになっていて、国

も関心を持ってこういった資金を誘導しよ

うとしています。

例えば、イギリスでは年金法などを改正

して、年金の資金を運用するときに必ず会

社の社会的責任をきちんとチェックする、

そして年金基金がその情報を必ずディスク

ローズして年金省に報告する、という法律

をつくりました。この法改正は、年金基金

がどんなふうに運用されるべきかについて

加入者の意見を聞くべきだという考え方で

すから、自分たちの年金に対して加入者が

異議申し立てをすることができます。

例えば「何が何でもたくさん儲けて、自

分の掛け金に対してもらえるお金がたくさ
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んのほうがいい」とか、「安全確実なほう

がいい」とか、あるいは「安全確実であり

つつ、社会的な側面をチェックして投資し

てください」とか。つまり、自分たちの年

金は自分たちのものだという考え方で年金

の資金を運用していくことが、まずイギリ

スで始まり、オランダやドイツ、オースト

ラリアといった国の法律の中に盛り込まれ

るようになりました。

このSRIというアイデアそのものは、私

自身は89年ぐらいから大変面白いと思って

いました。つまり、これは一人ひとりの

持っているお金を通して社会を変革してい

くという意味で非常に面白いので、これを

ぜひ日本で金融システムの中につくりたい

と思っていました。

いざ、そういったものを日本でとなった

ときに、自分たちだけではできないわけで、

結局は日本の金融システムの中のビッグプ

レーヤーと一緒にやらなければならない。

そのビッグプレーヤーと一緒にやるときに、

その人たちから「筑紫さん、うちは株式会

社じゃないと取引しないからね」と言われ

て、仕方なく株式会社をつくったんです。

98年当時、私はNPOのことは全然知りま

せんでしたし、今のような時代であれば恐

らく私どもの会社はNPOになったと思い

ます。今までなかったものを社会にもたら

すという意味では、精神的にはNPO的な

精神を持ちつつ、器としては株式会社であ

るというのが私どもの会社です。

ですけれども、形として株式会社だった

ことは良かったと思っています。株式会社

であることで、既存の会社と同等の立場で

闘っていくことができる。競争していくと

いう意味において、同じ器を持っているこ

とのメリットのほうが大きいのかなという

感じがします。

ですから、中身に対する思い入れといい

ますか、志が強ければ強いほど器の限界を

突破することができるのではないかと思っ

ています。

仕組みや組織より個人の原体験が

変革の原動力になる

後 単に利益だけではなくて、環境とい

う価値を重視しても投資のお金が集まると

いう意味では、企業システム自体が変化す

るのかもしれないというお話でした。それ

から、それをやる側の器として株式会社と

いう形態をとりながら、精神はNPO的な

ものをそこに盛り込むことが可能なのでは

ないかということで、企業とNPOのボー

ダーラインのような動きだと思います。

次にお話しいただく井上さんは、ソー

シャル・ベンチャーとか社会起業家という

言葉が最近かなり注目されていますけれど

も、そういう分野で活躍なさっています。

井上 私のいるETIC.（エティック）とい

うNPOの説明と、それからなぜその中で

ソーシャル・ベンチャーという言葉を使っ

て活動しているかということを簡単にお話

したいと思います。

NPOというのは基本的にリソースが足

りません。お金もないし、お金がないから

なかなか成果も出なくて、いい人材も雇え

ない。世の中にリソースのある場所が2ヵ
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所ありまして、1つが行政、もう1つは企業

なんです。その中で日本の今の多くの

NPOは大体行政を向いているのです。気

づいてみると、何か行政の下になってし

まっていたりだとか、それから、行政とお

付き合いをしてお金は回って来るけれど

も、マネジメントのノウハウが来ない。だ

から、どうしてもなかなか成果が出せない。

ですから、私たちは企業のほうをどうやっ

て向いていくかということを考えながら、

毎日活動をしています。

私はETIC.というNPOに参加する以前は

ビジネス・コンサルティング会社にいまし

た。学生のときには奥尻島に行ったり、ル

ワンダ救援でケニアに行ったりと、現場で

汗を流す喜びを感じていまして、いずれは

自分がビジネスセクターで学んだことをそ

ういう分野に役立てることで成果を出して

いきたい。そんなことを考えていて、ある

日一念発起して、給料はだいぶ下がるので

すけれども、NPOに移ってしまったとい

ういきさつです。

ETIC.というNPOですが、メーンの事業

はベンチャー企業に学生を中心に若い人を

インターンとして送ることです。日本の大

学生は基本的に教室の中だけでお勉強して

いる、もしくはサークル活動している。そ

うではなくて、ベンチャー企業の現場で、

体験の中から起業家精神を学んでほしいと

いうことをテーマに私たちは活動していま

す。今ですとメーリングリストには学生が

5000～6000人ぐらい登録していて、そのう

ち年間1000人ぐらいが応募してきて、社長

面接などの厳しい難関を乗り越えて、300

人ぐらいが約100社のベンチャー企業、も

しくは大企業の新規事業の立ち上げにイン

ターンとしてかかわっています。

われわれの活動はちょうどITベン

チャーブームにのって、一時いろいろとメ

ディアに取り上げられました。ITバブル

は弾けてしまいましたが、あのベンチャー

ブームからわれわれ、あるいは若者たちが

受け取ったメッセージというか、大事な

レッスンが2つあります。

1つは、自分が行きたい企業がないとか、

どうしてもやりたいことが実現できる既存

の職業がないときに、自分で立ち上げる、

起業するという方法があるのだということ

を今の学生たちが学んだ。それが非常に大

事なことでした。

もう1つ、これはネガティブなメッセー

ジですけれども、ブームで始めてはいけな

い。流行っているからとベンチャーを始め

ても後が続かないのですね。やはり経営と

いうのは非常に厳しいものがいっぱいある

ので、中途半端なモチベーションでは続か

ない。

この2つのメッセージがあった上で、今

若い人が本当に何をしたいか、やりたいこ

とをやって、自分で発見した問題に対して、

これが仕事だと思って挑むには何がいい

か。あるいは、テレビを見ながら「学校は

だめだよ」とか、「政治家はやばいよね」

と言っているだけじゃなくて、自分で見つ

けた身近な社会的課題の中から何かを始め

ていこう。そういう提案をしたいと思い、

ETIC.というNPOの中でソーシャル・ベン

チャーセンターを立ち上げました。
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その中で２つ大きな活動が今あります。

1つはNECと一緒にNPO学生起業塾をやっ

ておりまして、全国から事業型NPOを立

ち上げたいという学生のプランを募集し

て、それを半年ぐらいかけて一緒に事業立

ち上げまで持っていくことをしています。

もう１つですが、「STYLE2002」という

タイトルで、昨年4月、ソーシャル・ベン

チャーのビジネスプランコンテストを日本

で初めてやりました。今年は5月31日です。

ビジネスプランコンテストはアメリカなど

ではビジネススクールが主催してよくやっ

ているのですけれども、われわれはソー

シャル・ベンチャーということで募集をか

けました。昨年は、全国から71プランが集

まりました。

このコンテストの特徴を2つあげますと、

1つは一次審査の敷居を下げたことです。

要は、あなたの身近な課題とか、ふだん

思っていることを作文でもいいから出して

くれということで募集をかけました。普通

ビジネスプランコンテストというと、皆さ

んMBA（経営学修士）的なイメージを

持っていて、難しく考えている。敷居を下

げたことで、一次審査は全国の若い人を中

心に熱いメッセージがいっぱい来ました。

もう１つ、一次審査、二次審査と上がって

いくに従いまして、私を含めビジネスセク

ターの経験のある元コンサルタントなどが

一緒にプランをブラッシュアップしていっ

たのです。

最終的にコンテストで賞をとったファイ

ナリストは5組いるのですが、そのうちの1

つに、カフェスローというカフェをやろう

としている女の子がいます。藤岡亜美さん

という人です。彼女は文化人類学のゼミに

おりまして、大学4年生のときにエクアド

ルの森に3ヵ月住み込んだ経験がありまし

た。そのときに、日本のある企業が鉱山開

発をその森で始めていた。それで川が汚れ

始めていたときに現地の住民が選択を迫ら

れました。1つは、鉱山開発を受け入れて、

町にショッピングモールができたり、病院

や学校ができるという道を選ぶか、もう1

つは、このままきれいな森が子孫まで残る

ことを選ぶか。2つの選択肢が目の前に出

てきた。そのときに彼らは後者を選んで、

日本企業の工事現場に火をつけてしまった

んですね。藤岡さんはそれを非常に格好い

いと思ったらしくて、開発を選ばなかった

彼らと何か一緒にできないかと考えた。こ

のエクアドルの森では、オーガニックの

コーヒー豆が取れます。シェードグローン

といいまして、森林の日陰で育つんです。

日陰で育つから、木を切らずに済む。この

オーガニックのコーヒー豆を日本に持ち込

むと同時に、スローなライフスタイルを提

案する――人の話をまじめにゆっくりと聞

けないおじさんたちに、ゆっくりとした場

所を提供したいと彼女は言うんですが――

カフェをつくりたい。彼女のこのプレゼン

テーションが非常に感動的で、審査員の中

に泣いてしまった人がいたほどです。

私が何を言いたいかというと、全体的な

仕組みとか、ビジネスモデル、システム論

も大事なのですけれども、一方で、この女

の子の場合には何でそういうことをするか

というと個人としての強烈な原体験がある
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のです。エクアドルの生産者の顔を知って

いて、その人のために私はこれをしたいと

明確に考えていて、それが共感を生む。そ

こから動き出す。NPOというのもアプ

ローチの名前であって、要するにニーズが

あるから、目の前にやらなければいけない

課題があるから、必ず次に経営課題が現れ

てきて、そこでマーケティングをしたり、

お金のことを考えたりという順番になって

いくのではないか。

そういうわけで、私は日々マイクロな個

人と出会いまして、それを小さな火種だと

思って、そこで立ち上げて早くアクション

を起こしていただいて、一方で経営支援を

していく仕事をしているわけです。

地域社会に突破口がある

後 では次に、日本銀行に勤めながらリ

フォーミスト・フェスティナ・レンテとい

うNPOを立ち上げた瀬口さんにお願いし

ます。

瀬口 RFLの瀬口でございます。まず、

ややこしい舌をかみそうな名前からご説明

をさせていただきますと、リフォーミスト

というのは「改革者」という意味で、フェ

スティナ・レンテというのはラテン語で、

「ゆっくり急げ」という意味です。われわ

れはいつもRFLと言っておりますが、RFL

は昨年11月から活動が始まったばかりのよ

ちよち歩きのNPOです。

われわれが何をやっているかを一言で言

うと、ネットワーク型のシンクタンクです。

普通のシンクタンクであれば、専属の研究

員を抱えて、その研究員にシンクタンクか

らちゃんと給料を払って研究成果を出して

もらって、それを世に問うのが一般的なス

タイルですが、われわれは専属の研究員は

おりません。唯一常時働いているのは事務

局長が1人いるだけで、オフィスはあります

けれども、従業員1人です。

どういう活動かといいますと、30代、40

代のサラリーマンが仕事を終わった後に集

まってきて研究会を開き、そこで自分たち

の関心のある分野について議論をし、専門

家の講師を招いて議論を重ねて、その議論

の成果を議事録にまとめてホームページに

発表していくというのが活動の中心です。

研究員には、普通であれば給料を払うので

すが、われわれは給料を一切払わないどこ

ろか、年会費までもらうという組織ですが、

それにもかかわらず皆さん大変熱心に出て

きていただいています。

後先生からご紹介いただいたように私は

日銀の職員です。なぜ、NPOをつくった

のかという点について申し上げますと、日

銀は今デフレ脱却と闘っていますけれど

も、ほとんど脱却のめどは立っていません。

私自身も普段は政策について対外的に説明

する仕事に携わっていますが、自分で説明

をしていても、どうも金融政策や金融シス

テムの安定化だけで、とても失われた10年

間と言われている90年代以降の日本経済の

問題から脱却できそうな感じはありませ

ん。総理は「改革なくして成長なし」と言

いますけれども、金融政策で改革ができる

のかというと、とてもそんな感じがしない。

では、手をこまねいていて、みんなが改革
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してくれるのを待っていればいいのか。

やっぱりそうではないのじゃないか。自分

でも何かできることがあったら、一歩でも

いいから前に出たほうがいいのではないか

と考えていたところ、自分でもできること

を探して何かやろうよという仲間が集まっ

てきました。

別に最初から「これをやろう」と思って

いたわけではないのですけれども、自然発

生的に仲間が集まってきてこういう団体に

なったというのが、日銀にいながらこうい

うNPOをやる羽目になったいきさつです。

ですから、最初は非常に気楽に研究会でも

立ち上げようかと思っていたのですけれど

も、やっているうちに何だか気がついたら

NPOに向かっていたという感じです。

われわれのNPOが目指しているものか

らご説明したいと思います。3つの理念が

あります。

1番目は、実践活動を重視するというこ

とです。これは、もともと私自身が日銀と

いう金融分野の専門領域に仕事が特化して

いる中にあって、その分野にとらわれるこ

となく社会の中で何か一歩踏み出せないか

なと思ったのが実践活動重視の背景です。

とにかく身近なことで構わない。道にある

ごみを毎日拾うのでも構わないし、近所の

人と毎日あいさつをするのでも構わない

し、小学校の保護者会に会社を休んで行く

のでも、近所の公園のトイレをボランティ

アで掃除するのでも構わない。何でもいい

から自分でできることから始めようという

のがわれわれの一番重視している理念で

す。自分のできるところからよりよい社会

の在り方を追求して、その実践活動の中で

改めてもう一度社会の在り方を考え直して

みたいと思っています。

2番目が自立共創ということです。これ

は一人ひとりがみんな自立をして、行政な

り企業なりの枠組みとは別に自分自身の

フィロソフィーを持って、その哲学に応じ

て活動していくことを目指しております。

従って、自分も自立していますけれども、

相手もみんな自立しているわけです。それ

ぞれがそれぞれの多様性を尊重して、自分

たちで実践できるところから社会を良くし

ていこうという志を共有した同志が集まっ

て、何かできることを考えようというのが

2番目の自立共創です。

3番目が地域社会から日本を変革し、「凛

として優しい社会」の実現を目指すという

理念です。私自身、中央の政策には深くか

かわっておりますし、われわれの仲間もそ

ういうメンバーが多いのですけれども、そ

こから見て、どうも中央の従来の政・官・

財のトライアングルから大きな突破口が生

まれるという感じはほとんど持てなかった

というのが実感です。むしろ、三重県の北

川知事だとか、静岡県の掛川市、北海道の

ニセコ町だとか、いろいろな地方で新しい

動きが出ているなというのを、ある研究会

の中で実感することがありました。

そういう地域社会からいけば突破口が見

つかるのではないかということが、われわ

れの大きな理念の柱のひとつになっていま

す。手ざわり感のある地域社会であれば、

みんな自分たちができることが見えてくる

のではないかと思っています。
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この3つの理念を共有するメンバーが集

まって月に1回議論をして、いろいろな研

究活動をしているというのがわれわれの主

な活動で、研究分野としては今のところ4

つあります。1つが医療福祉分野、もう1つ

が教育分野、そして、経営問題、経済政策

という4つです。実践活動という意味では、

医療福祉と教育分野が柱です。さきほど、

教育と福祉と環境が地方自治のやるべきこ

とだという穂坂市長のお話を伺って、われ

われの目指している方向とすごく合ってい

たのだなという感じがしまして、うれしい

思いがしました。

そのほか、4つの分科会の活動以外に、

月に1回非常に地道なテーマで政策提言を

発表するマンスリーメッセージだとか、私

自身が在住している杉並区の区長が非常に

改革派で、もともと杉並区が非常に改革に

熱心な市民の土壌を持っていることもあ

り、また、杉並区役所のメンバーも非常に

熱心な人たちがいるということもあって、

「杉並区から日本を変えよう」を合言葉に、

杉並区役所の行政改革のサポートをやって

います。

われわれの事業の進め方としては、場の

理論を組織運営の土台と考えています。場

の理論の簡単なご説明を差し上げますと、

人間の体は60億個の細胞からできていま

す。この60億個の細胞というのは、手の

先っちょの細胞もありますし、頭のてっぺ

んも目も鼻も心臓も血液も足の先もみんな

1個1個の細胞が生きています。でも、命は

1つです。どの細胞が生きているから自分

の命が生きているかということを、誰かに

説明してくださいと言われても、これは説

明できません。おそらく60億個の細胞がみ

んなで協力し合って1つの命を支えている

から、この命はあるのだと思います。

そういう意味では、命というのは1つ1つ

の細胞とはまた別のところに何か目に見え

ないものが存在しているというふうに考え

ています。それに反する動きをするのがガ

ン細胞です。ガン細胞は、みんなと協力を

しないで、自分だけが生きていればいいと

思う細胞です。そうすると、自分だけが増

殖してほかの細胞をどんどん滅ぼしていっ

て人間の体をむしばんで、最期は人間本体

まで殺して自分も死んでしまう。こういう

ガン細胞が出てこないように、みんなで協

力しながら命を維持しているのが人間の体

だと思います。

そういう意味では、地球も60億人、70億

人の人たちが地球という星を支えているひ

とつの場でしょうし、企業も学校もNPO

も、みんな一人ひとりの構成員が生きて場

を形成していますけれども、そこにまた別

の命があるのではないかと考えておりま

す。われわれはこの場の生命を大切に組織

の運営をやっています。

具体的に場の生命をはぐくむには3つの

条件があると思っております。1つは出会

いです。これは本当の偶然でしかありませ

ん。2番目が志の共有です。例えば言論

NPOみたいに日本を何とかしたいと思う

人たちが集まってくる。これが志の共有で

すし、この学校をいい学校にしたい、もし

くはこの町をいい町にしたいと思うのも志

の共有です。3番目が少人数固定メンバー
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で定期会合を開くことだと思います。実は

8人以下でやっていると一人ひとりの構成

員の顔が分かりやすいし、12人以下でもか

なりやりやすいです。ところが、20人を超

えてしまうと、お互いが今日は体調が悪い

のか、今日は何で来られないのか、何が趣

味で、どういう食べ物が好きなのかという

細かいことまでは分からない。もしくはそ

の会合に欠席をしていても、誰が欠席して

いるのかすぐに名前が出てこないという状

況が発生してしまいます。そうならないよ

うにするには、なるべく少ない人数で1つ

のグループを構成して、それぞれが自立し

て活動するという行動原理で、われわれの

組織は運営しております。

そういうグループがいくつか集まって志

を共有して、いろいろなものを実現してい

く。RFLも日本を変えようと思っています

けれども、言論NPOも日本を変えようと

思っています。その他にも「構想日本」と

か、日本を変えようといういろいろな

NPOが今出てきています。それぞれの

NPOがそれぞれの志で自立をして、自分

たちの思いを遂げようとして、いつか一体

となって動くところが出てくるというの

が、これからの日本の変革の方向ではない

かと思って、われわれは活動しています。

公務員の兼職を認めて欲しい

後 利益配分以外の社会的価値をあえて

重視して運営するようなタイプの組織、そ

ういう広い意味でのNPOが日本でようや

く本格的に見えてきたということですけれ

ども、「これが今後の日本社会を変えてい

く上でどの程度の力を持ち得るだろうか」

という期待がある意味でバブル的に大きく

なっているだけに、実際それだけの力を持

ち得るのかどうかということが逆に問われ

てくるわけです。

穂坂市長が、「行政が今やっている仕事

の9割をNPOにやってもらうのだ」と言わ

れたわけですが、非常に無謀な決断とも言

えるわけです。穂坂さんは、NPOというも

のについて今後どのような期待なり、見通

しなりを持っていらっしゃるのでしょうか。

穂坂 私は全然無謀だと思っていないん

です。国の場合には別だと思うのですが、

基礎的自治体、つまり市町村の場合にはも

うそういう時代なんじゃないかと思いま

す。このままやっていったら、ほとんどの

市町村は倒産するでしょう。今の公務員制

度は終身雇用制ですから動かない。会社の

場合には、倒産するから、よしリストラを

やれ、とできるのですが、自治体の場合に

はできないですね。

私は今、国に「公務員の週休2日制を適

用除外してくれ」と頼んでいます。公務員

だって週に4日休んだっていいじゃないか。

例えば、夫婦で定年まで公務員をしている

と2人合わせて大体6000万か7000万円退職金

をもらえる。57、58歳になっていれば、給

料は2人で100万円以上になる。そうすると、

どちらか週休4日制ぐらいになって、退職金

がちょっと下がってもいいし、あるいは給

料がちょっと下がってもいい。何か新しい

ことにチャレンジしたい、大学へ行き直し

てもいい、別の仕事をやったら面白い。
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そういうふうにしたいのですが、国から

は一度けんもほろろに断られました。でも、

国の特区推進室の方々が頑張ったのでしょ

う。大臣折衝まで持ち込んでもらって、適

用除外は全国的にやろうということで、１

年間かけてそこまでいきました。そうする

と加速度的に進むのです。

週休2日制が適用除外になれば、今度は

兼業禁止規定を早くはずしてほしい。週の

うち3分の1は会社へ行って、3分の1は役所

へ来るという人が増えれば、もっと役所が

流動的になる。こんなふうに思っています。

後 筑紫さん、さきほど「仕方なく株式

会社という形態をとった」というお話があ

りましたけれども、グッドバンカーという

組織自体をどう運営するかというあたりの

経験をもう少しお話しいただけますでしょ

うか。

筑紫 株式会社にする気がなかったとい

いますか、とにかくいやいや株式会社に

なった。私たちがなぜSRIというものを日

本でやりたいと思ったかというと、これは

明らかに金融システムを変えるためだった

んですね。それしか考えていなかったので、

組織形態を何にするかということも考えて

いなかった。いやいや株式会社にしたので

すが、実際に既存の金融システムにいる人

たちの論理の中で株式会社として競争した

り、協働したりという場合、株式会社は意

外と使い勝手がいいと思いました。

NPO的な発想で始まった組織の中の人

たちの考え方が、株式会社という器の中で

齟齬を来すような部分がいっぱいあるんで

すね。というのは、非常に志が高いとか、

自分たちが格好いいことを言っているとい

うことに甘えてしまう。でも、例えば相手

は金融の権化の人たちでものすごく仕事に

厳しいんですね。いろいろな意味で相手の

要求が厳しい。その厳しい要求に、自分た

ちはいいことをやっているのだからとかい

う理由で、自分を甘やかしてはいけない。

あるいは、株式会社や市場経済みたいなも

のを敵視する余りに、それらがもっている

いい部分を取り込んでいかなければ、仕事

自体の質も落ちることが分かったのです。

でも、今でも私たちの志をどうやって

保っていくかというところでモデルになる

ような組織がありませんので、マネジメン

トを考えたときに、心はNPO、形態は株

式会社という組織のマネジメントはどうあ

るべきかというところでものすごく苦しん

だ。実際に辞めていく人もいたし、あるい

はお客さんにめちゃくちゃに怒られたと

か、この5年近い経験の中でそれを探して

きたのが私たちの会社でした。

その中で、今一番「これではなかろうか」

と思うのは、実を言うと軍隊です。軍隊と

いうのは、考えてみたら、リターンといい

ますか、営利を極大化はしないのですけれ

ども、効率を極大化しないと死んでしまう

わけですから、そういう中で人はどう振る

舞うのかとか、マネジメントはどうあるべ

きかという点で非常に勉強になって、今一

生懸命古今東西の軍隊とか戦争の本を読ん

でいます。

後 ボランティアというのはもともと義

勇兵ですよね。ですから、軍隊というのは

一種のNPOなのかもしれない。ただ、
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NPO自体にいろいろなタイプがあるとい

うのは意識して議論したほうがよくて、割

と伝統的なボランティア団体もNPOと言

いますけれども、ある意味ではほとんど株

式会社に近い事業型NPOもあって、使い

方次第でいろいろなものになり得る。

「NPOだからこうだ」というほど話は単純

ではないのです。

利益の非配分というのは、株式会社を

やっている人からすると何て窮屈な制約だ

と思われるわけですけれども、実はNPO

をやっている側からするとこれが武器なん

ですね。というのは、利益を配分しないこ

とを社会的に明言しているがゆえに、ボラ

ンティアや寄附を募ることができる。集め

たお金を利益配分するのだったら、誰もば

からしくて寄附もボランティアもしないわ

けです。

日本には「ライフスタイル・

ノンプロフィット」が足りない

後 井上さんはソーシャル・ベンチャー

の分野にいらっしゃるわけですが、NPO

という仕組みをどういうふうに使うかとい

う点について、少しお話しいただけますで

しょうか。

井上 NPOと言うとNPO法人を指しやす

いので、僕はアメリカなどの例に倣ってノ

ンプロフィットとよく言うのですが、いわ

ゆるノンプロフィットには大きく分けて２

種類あると思っています。それはビジネス

の世界の中小企業とベンチャー企業の違い

に非常に近いんですね。ピーター・ドラッ

カーも言っているのですが、その違いはイ

ノベーションなんです。

これもドラッカーがよく言っている例え

話ですが、アリゾナのある町に夫婦がメキ

シカン・レストランをつくりました。これ

はベンチャーかというと、違うんですね。

ほかにもレストランはいっぱいあります

し、その１つのレストランでそのコミュニ

ティーにイノベーションが起きるかという

と、そんなことはない。そうではなくて、

もっとハイリスクではあるけれども、イノ

ベーションを起こす可能性があるものがベ

ンチャーである。

これと同じことがノンプロフィットの世

界にも言えまして、いい悪いの問題ではな

くて、境界線はあいまいですが、僕は2つ

に分けています。1つは「ライフスタイ

ル・ノンプロフィット」という言い方をし

ているのですが、地域の主婦たちが集まっ

て始めているような本当に小さな市民活動

です。これは日本のデモクラシーを支える

意味でものすごく重要です。もう1つは、

成果として社会が変わること、つまりイノ

ベーションを明確に意識している。なおか

つ、これで食っていこうと思ってフルタイ

ムでやっていけるような人材をつくり出

す、もしくは雇えるような活動。僕はそれ

を「ソーシャル・ベンチャー」と言ってい

ます。

日本の社会はどうなのかと考えてみます

と、「ライフスタイル・ノンプロフィット」

がちょっと少ないのかなという感触があり

ます。一方で、実はビジネスで始めている

のだけれども、中小企業の社長さんと話を
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すると、意外とソーシャルなんですよ。初

めのきっかけは社会のことを真剣に考え

て、始めてから現実にぶち当たって、資金

繰りで大変な思いをされていますけれど

も、実は意外とソーシャルです。つまり、

既にマーケットができている分野に関して

は、皆さん社会的な意識を持ちながらビジ

ネスを始めているんです。例えば屋上の緑

地化ビジネスなどのようなエコビジネスと

言われるものなどがそうで、かなりすそ野

が広がっています。

「ライフスタイル・ノンプロフィット」

は、より多様なソーシャルベンチャーを生

み出していく上でも大切です。彼らは、目

の前に困っている人がいる、小さなニーズ

があるというだけで、キャッシュ・イン・

フローが見えなくても動き出してしまうん

ですね。動き出しているうちにもっと大き

な需要が見えてきて、中には事業化できる

ものが増えていく。そうやって進化して、

成果としては社会的価値を出していくとい

う流れがあると思うんです。

事業家の例として面白いのがスワンベー

カリーです。おしゃれなカフェで、お客さ

んの92％がOLだそうです。実は知的障害

者を雇って、ビジネスとしてやっています。

株式会社としてです。彼らを雇用して、き

ちんとしたおいしいコーヒーをきれいなお

店で提供して、まともな給料で働いても

らっているのです。障害者向けの作業所な

どに行くと、ひどい場合だと月給は3000円

とか、よくても1万円というところですが、

スワンベーカリーでは月給10万円を実現し

ているのです。きちんとしたマーケットで

生き残るために、シアトルから原価がス

ターバックスの何倍もするいい豆を空輸で

入れて、スターバックスより高い値段で出

しているんです。でも、おいしいから売れ

ているんです。また、これを聞いたスター

バックスがスワンに話を聞きに来て、日本

での障害者雇用を決めたそうです。僕はこ

れはひとつのイノベーションだと思ってい

ます。

「官→政→民」から「民→政→官」に

流れを変える起爆剤がNPO

後 瀬口さんにも「NPOという組織形態

をどう使うか」という点について一言お願

いします。

瀬口 私どもは、NPOにどういうメリッ

トがあるのかということをあまり考えずに

始めてしまったわけですけれども、確かに

NPOは新しいことをやるときの武器だと

思います。公務員の場合、兼職禁止規定が

あります。私が所属する日本銀行という組

織も55％の株式は財務大臣が持っており、

公務員倫理規程がそのまま適用されていま

す。兼職は禁止されていますが、NPOだ

けはその例外になっています。ただし兼職

には3つの条件があるのです。そこから所

得を得ないこと、業務に支障を来さないこ

と、日銀の名前を使って商売をしたり日銀

の名前を傷つけたりしないこと、この3つ

の条件を満たせばNPOをやっていい。条

件を満たしたとしても、株式会社だったら

できないんです。

それ以外に関しては、実は私自身、株式
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会社だろうが任意団体だろうがあまり関係

ないと思っています。さきほど筑紫さんの

お話を伺っていて、おっしゃる通りだなと

思ったのですが、どういう形態であろうと、

やろうと思えばできることがあって、そこ

にイノベーションが出てくるんじゃない

か。自分がやりたいことを見つけることに

よって、そこで自分で問題設定をするから

こそ新しいイノベーションを生んでいく。

それがこれからの日本の社会を変えていく

大きな力ではないかと思うんですね。そう

いう意味で、NPOがひとつの刺激材とし

てそういうものを考える材料になっていけ

れば、それはそれでいいと思います。

今の日本がどうしてこういう閉塞状況か

ら脱却できないのかというと、本当は国民

一人ひとりがパブリックな問題を自分の問

題としてとらえ、自ら解決しなくてはいけ

ないのに、みんな受け身の姿勢でいるから

なんですね。学校がおかしい、病院がおか

しいというなら、自分で学校に行く、自分

で病院に行く。何がおかしいのか自分の目

で見て、どうやったら解決できるか、自分

の足を運んで考えてみる。この姿勢が国民

一人ひとりに共有されていけば社会は変

わっていくのではないかと思っています。

要は問題設定力です。与えられた問題を解

決しているというのが役所です。役所は、

自分たちで問題を設定したら自分たちの過

去のチョンボが見つかってしまうわけです

から、自分たちで問題を設定しません。

やっぱり問題を設定するのは、自分たちで

現場に行って問題を探す人たちなのです

ね。そういう人たちがお互いに協力し合う、

勢いやエネルギーをもらう場としてNPO

というのは非常にいい場ではないかと思っ

ています。

もうちょっと大きな話をしてしまいます

と、今までの政策というのは官が企画をし

て、政治家にそれをご説明して、政治家が

決議をして、民にやらせるという「官→政

→民」の流れです。でも、これからは民が

自分で現場に足を運んで、パブリックな政

策として何をやればいいのか自分たちで企

画をして、その企画をちゃんと実現してく

れる政治家を自分で選ぶ。そして政治家が

官に命令してやらせる。つまり、「官→政

→民」から「民→政→官」に流れを逆転さ

せるのが、これからの日本の新しい国の在

り方を規定する方向感ではないかなと私は

思っています。そういう意味でも、NPO

というのはひとつの起爆剤になり得る場を

提供するという意味で意義があるのではな

いかと思っています。

国債を買うのは政権を支持すること

後 穂坂さん、志木市では具体的にどう

やってNPOに仕事を移していくのか、そ

の点についてお願いします。

穂坂 半年間かけて、10月1日からスター

トします。これから市民の皆さんに募集を

かけます。募集して、個人の場合にはでき

るだけNPOをつくってもらう。組織化す

るのが大変だということは自覚していま

す。組織化を支援するために既存のNPO

の方々にも応援してもらいます。官がやら

せるという形だけはとりたくない。
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仕事の移し方は、業務委託契約になりま

す。業務委託契約を結んで、一方でパート

ナーシップ契約を結んで、仕事はきちんと

やってもらいます。業務に関する提案制度

とか、パートナーとしての意見は、パート

ナーシップ契約の中できちんと担保するよ

うにします。

第三者による業務評価機関もつくりま

す。NPOがどんどん増えていくと、今度

はチェック機能がなくなってしまうもので

すから。そういう評価機関をつくります。

最後に市議会との関係ですが、市議会に

は最後にいいか悪いかをきちんと判断する

権能を発揮してもらいたい。その前の段階

が何をやろうといいじゃないか。市議会か

らは多少ジェラシーで、おかしいじゃない

かという声が出ています。でも、私はいつ

も言うんです。市議会は最後にチェックを

すればいい。そのときに、行政がいいと

言っても、市民がいいと言っても、ノーと

言うところに議会の権能があり、見識があ

る、それでいいじゃないか。そういうこと

で今進んでいます。

後 次に、筑紫さん最後に一言お願いし

ます。

筑紫 SRIというのは、要するにお金は自

分たちのものなんだという考え方が基本に

あります。例えば、年金は国のお金だと

思っているけれども、あれは国ではなくて

私たちのお金で、保険会社が準備金という

形で運用しているのも私たちのお金ですか

ら、私たちの力で変える。私たちがお金を

どう動かすかによって金融市場が変わる。

金融市場が変われば経済が変わる。そうい

う力を一人ひとりが持っていることにみん

なが気付くことがすごく大事です。

小泉首相に反対している人は日本の国債

を買ってはいけません。国債は英語では

デットと言います。つまり、借金です。国

債を買うということは、皆さんが小泉内閣

にお金を貸すということなのです。だから、

小泉政権を支持しない人は国債には決して

投資をするべきではない。

郵便貯金も保険会社のお金も年金も、私

たちの許可なくアメリカ国債に投資されて

います。アメリカ国債に投資をするという

ことは、ブッシュ大統領に使途を特定しな

いお金を貸しているということなんです。

それはイラクの攻撃にも使われ、ありとあ

らゆるアメリカの国家的な目的のために使

われるということです。私に言わせれば、

地球温暖化防止の目標を定めた京都議定書

から脱落しているアメリカの国債をどうし

て買うのか。

政府レベルではできないということであ

れば、郵貯から1万円を引き出すことをあ

る1日にみんながやってしまう。そうすれ

ば内閣は倒れると思います。こういうこと

をたくさんの人に知ってもらうことが大事

です。

みんなが思考停止に陥っている

それに気付くと日本が変わる

後 井上さん、一言お願いします。

井上 私は今、NPOを支援するためのお

節介クラブを仲間とつくっています。アメ

リカでギヴィング・サークルと呼ばれてい
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るものです。仲間でお金を出し合ってプー

ルして、それをあるNPOに投資する。そ

れから、集まっている仲間にはそれぞれ専

門分野があります。ITができるとか、経

営の相談に乗れるとか、会計が分かるとか。

だから、お金だけでなくて、専門知識を生

かして時間の貢献もする。そこから自分の

ふだん働いているビジネスや役所であると

か、そういう中での生活や働くということ

をもう1回考え直そうよという意味で、自

分たちも実は学んでいるんですよね。社会

的にいいものの成果を出していく部分と、

それから自分たちにとって考えるきっかけ

が欲しいということで、そういうことを始

めています。誰にでも、今からできること

があるんですよね。

後 それでは最後に、瀬口さんから。

瀬口 皆さんのお話の中で結論が見えて

きたなという感じがするのですけれども、

要は、国民の意識の変化が重要だと思うの

です。自分がその気になれば本当はできる

のに、やっていないことに気がついていな

いところに大きな問題があるのではない

か。一人ひとりが思考停止に陥っているこ

とに気がつくと、やることは見えてくると

思うのです。それを突破していくひとつの

起爆剤がNPOではないかと思っています。

われわれの実践活動の中で非常に大きな

柱になっているのが教育です。30歳、40歳

の人にこれから10年間一生懸命教育しても、

変わらないんですね。でも、10歳の子供に

10年間、「SRIは大切なんだよ、自分でやっ

てごらん、アメリカの30年債を買うのは

ブッシュのイラク攻撃に賛成していること

なんだよ」と先生たち、あるいは近所のお

じさん、おばさんが教える。「世界の子供が

みんな困っているんだよ、議会の人たちが

本当に自分たちの周りのことをよくしてく

れるかよく見てごらん」。そういうことを10

歳の子供に問いかけるのです。

そうすると、10年たったら彼らは選挙権

を持ちます。30歳の人に10年教育して40歳

になっても日本は変わらないですけれど

も、10歳の子供に問いかければ日本は変わ

ると思います。そういう意味で、これから

教育によって国民の意識を変えていくのが

大きな課題ではないかと思っています。

後 個人が全体をある程度動かせる状況に

なってきているのではないか。そのときの

非常に大きな手段のひとつとしてNPOが出

てきたということですが、これは行政の在

り方、企業の在り方にも同時にインパクト

も与える。本格的にNPOが独自のセクター

として成立するようになったときには、企

業も行政も変わるのではないか、潜在的に

はそんなインパクトを持っているのではな

いか。それが、パネリストの皆さんの共通

の見解だったのではないでしょうか。本日

はどうもありがとうございました。
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